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楽しく子育て
♪♪

問い合わせ
複合型福祉施設　ほのぼの家族
住所：御幸町2-15-3　TEL：20-8800

ほ の ぼ の 家 族 に 行 こ う ！
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307号 しばた社協だよりしばた社協だより 307号 23

　赤十字の活動は、自治会や町内会を通じて、市民の皆さまからお寄せいただく社費（赤十字会費）と寄付金、
企業や団体の皆さまから寄せられる寄付金で成り立っています。
　東日本大震災で避難されている方々への支援や、次の災害に備えた救援物資の備蓄や医療チームの訓練など、
救護体制の強化に努めてまいりますので、赤十字活動資金へのご理解とご協力をお願いいたします。

皆さまからの寄付金はカタチを変えて、皆さまのところへ

市民の
皆さま

寄付金 自治会・町内会 寄付金 各市区町村・赤十字窓口 寄付金

日本赤十字社
新潟県支部●被災された方へ　　　　●地域の福祉活動へ

●大切な命を救うために　●次世代を担う子供たちへ
●災害救護活動	 ●ボランティア
●AED講習等	 ●こども赤十字

❶国際救援や全国の赤十字活動に…………………………………………… 14％
❷災害救護活動や救護看護師養成などに…………………………………… 10％
❸生命と健康を守る救急法等の普及のために………………………………… 5％
❹奉仕団、青少年赤十字活動、交通安全帽の交付事業に	������� 8％
❺市区町村における地域に根差した赤十字活動のために	������ 16％
❻赤十字社員への参加呼びかけや広報活動のために……………………… 14％
❼支部運営業務のために……………………………………………………… 19％
❽赤十字施設の維持管理のために……………………………………………… 5％
❾災害発生時の対応や赤十字施設の整備積立に……………………………… 9％

＜防災啓発セミナー＞ ＜AED体験教室＞ ＜災害救護体験教室＞ ＜小・中学生夏期研修会＞ ＜災害時の炊き出し訓練＞

❶

❷

❸

❹

❺
❻

❼

❽
❾

14％

10％

5％

8％

16％
14％

5％

19％

9％

平成25年度　日赤新発田市地区社費収入実績額　11,879,525円

日本赤十字社活動資金にご協力をお願いします

社費の使いみち

日本赤十字社の活動の一例

日本赤十字社の新発田市地区ではこのような活動をしています

◎救急法
　（心肺蘇生法・ＡＥＤ・応急手当）
◎健康生活支援講習
　（高齢者の健康と安全・介護）

講習会の開催

◎�災害時を想定した訓練（炊き出し、救護、アマチュ
ア無線での情報伝達）
◎�視覚障がい者のための点字図書の作製、拡大文字を
使用した教科書の作製

赤十字ボランティアの活動

◎�住宅火災や自然災害の被災世帯に毛布・タオル等の
物資・見舞金を交付
◎災害時に備え、テントを配置
◎国内外の災害義援金の受付

災害救護活動

　「貧困と孤立」考える…。
　制度の狭間の課題を解決するために日々ご尽力されている勝部麗
子氏をお迎えし、「地域福祉フォーラムinたいない」を開催します。

日　時　平成26年8月1日（金）午後1時～
会　場　胎内市産業文化会館　多目的ホール　入場料　無料
講　師　大阪府豊中市社会福祉協議会事務局次長
	 勝部　麗子　氏
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●対　　象／�昭和39年4月1日から昭和40
年3月31日までの間に結婚し
た夫婦

●連 絡 先／�担当民生委員または
	 新発田市社会福祉協議会
	 地域福祉課
●申込締切／7月末まで
●問い合わせ／�新発田市社会福祉協議会
	 地域福祉課　TEL23-1000

金婚夫婦に記念品贈呈

時　間 内　容

13：00

16：30

開　　会
基調講演「孤立という貧困」
　　　　講師：勝部　麗子氏
シンポジウム「孤立への処方箋」
　コーディネーター：牧里　毎治氏

（関西学院大学教授）

　コメンテーター：勝部　麗子氏
（豊中市社会福祉協議会事務局次長）

パネリスト　●胎内市
	 ●関川村
	 ●新発田市
音声訳　むぎの会　江口マキ子氏

　新発田市社会福祉協議会
本間　英樹氏
川瀬　聖志氏

展望報告
閉　　会

プログラム

　1987年4月、豊中市社会福祉協議会入職。
　現在はコミュニティソーシャルワーカーとして活動。社会福祉
士。NHKドラマ「サイレントプア」では、主演の深田恭子氏の
モデルとなり、監修をつとめた。

平成25年度
実績額

11,879,525円

＜AED講習会の様子＞

申込
不要 見捨てない！地域の底力
～共に手をとりあい、進むために～

地域福祉フォーラムinたいない

講師プロフィール



＊問い合わせ先（土･日･祝日を除く）＊

新発田市社会福祉協議会社会福祉
法　　人

〒957-0054　新発田市本町4-16-83
TEL 23－1000  FAX 26－3300（ボランティアセンター内）

新発田市
ボランティア
センター

 ○
カルチャー
センター

専用駐車場

県立
新発田病院

新発田駅

No.335
平成26年7月15日ボランティアだより

災害ボランティア養成講座～初級編～を
敬和学園大学にて行いました

新発田市ボランティア連絡協議会視察研修
～会津若松市ボランティア連絡協議会と交流会を行いました！～

　講師はおなじみの李さん、今回会場の
敬和学園大学鈴木学長がご挨拶！
　炊き出し体験、敬和の被災地のボラン
ティア体験発表、意見交換をおこないま
した。

　今年の視察研修では、ボランティア活動が活発な
会津若松市ボランティア連絡協議会との交流会を行
い、各団体・個人の活動内容を紹介し合い、それぞ
れの活動内容についての積極的な意見交換を行いま
した。会津若松市では医療関係のボランティア活動
が数多くあり驚きました。
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